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病害虫発生予察情報について 
 

病害虫発生予察特殊報第５号を送付します。 

平成１５年度病害虫発生予察特殊報第５号 

平成１６年１月２２日
高知県病害虫防除所

１．病名 葉枯細菌病（仮称） 
 
２．病原菌名 Pｓeudomonas cichorii 
 
３．発生作物 シシトウ 
 
４．発生面積 ３４a 
 
５．発生経過 
平成１５年３月に幡多郡十和村の育苗中のシシトウで病害と思われる障害が発生し、高知県農業
技術センターで接種試験及び病原菌の性状調査を行った結果、P．cichoriiによる新しい細菌病で
あることが明らかとなった。 
その後、現地での露地シシトウにおける調査により、同村及び同郡大正町の定植後のほ場（品種：
土佐じしビューティー）でも発生を確認した。なお現在のところ施設栽培での発生は確認されていな
い。 
 
６．病徴 
葉には黒褐色・不整円形で場合によって輪紋状となる病斑を生じ、このような病斑は中心が薄く破
れやすくなっている。病斑は葉縁、葉の中心部など関係なく発生し、また茎に黒色すじ状の病斑を
生じる場合もある。 

 
７．病原菌の形態・性質 
桿状細菌の１種で数本の鞭毛を極性し、グラム陰性の好気性菌である。普通寒天培地上で円形、
白色の集落をつくる。生育適温は３０℃前後である。 
 
８．伝染 
詳しい伝染経路などについては未調査であるが、罹病残さなどで増殖した病原細菌が土壌中に残
り、雨水のはね上がりなどによって感染すると考えられる。発病の適温は１５～２５℃と考えられる。 
 
９．防除対策 
（１）多雨条件で発病しやすいので、露地栽培では長期間の降雨後は薬剤により他の細菌性病害と
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の同時防除を行う。なお野菜類に農薬登録のある炭酸水素ナトリウム・銅水和剤、銅水和剤の防
除効果が高い。 
（２）接種試験の結果では品種により発病程度に差があり、‘土佐じしビューティー’や‘つばきグリー
ン’は‘土佐じし’より発病しやすいので、多発ほ場では品種の選定に注意する。 

以上
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